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　平成17年９月定例議会は、９月１日から29日まで開催され、平成17年度補正予算を始め、
47の案件をいずれも可決、認定して閉会しました。 
　平成16年度決算は合併直後の予算でもあり、新市としての統一した基準での調整が十分
には行われない状態で編成されたことや、台風23号等の災害により多くの補正予算を追加
したため、379億円の大きな予算となりましたが、事業の見直しなどを経て、基金の繰り
入れもほぼ行わない中で、338億円の決算が提案され、決算審査特別委員会での審議等を
経て、賛成多数で認定しました。 
　合併前の旧町分を除いた実質では298.3億円となり、実質収支は4.5億円の赤字です。 

　旧町分を除いた京丹後市分２９８ .３億円をサラリーマンの家計にたとえてみました。年
間３００万円の給与があるとすると、年間１ ,２１９万円のお金を使い、１ ,９２３万円（他
の会計を含めると３ ,２９２万円）の借金があるのが、京丹後市の姿なのです。 

一般会計３３８億円 総額６４０億円�認定!!一般会計３３８億円 総額６４０億円�認定!!

性質別の歳入・歳出の状況 

合併特例債はこう使われた！ 

親の仕送り 
７４７万円 

年間 
１ ,２１９万円！！ 

議会費 

民生費 

労働費 

商工費 

消防費 

農林水産業費・・・・・・・・・７７万円 

借金返済＝公債費・・・２３７万円 

・児童福祉施設整備事業（溝谷保育所増設） 

・バイオガス発電施設整備事業 

・ごみ収集車洗車場整備事業 

・観光サイン統一整備事業 

・交通安全施設等整備事業 

・市道新設改良事業 

・福田川弁天橋架替事業 

・小栓川都市下水路橋梁架替事業 

事業実施分　３億５ ,６９０万円 

・・・3,180 万円 

・・・・・・・・1 億2,520 万円 

・・・・・・・・・・・・・・3,190 万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・190 万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・580 万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 億3,820 万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70 万円 

・・・・・・・・・・2,140 万円 

・地域振興基金積立事業※ 

※地域振興基金は特例債を使って10年で30億円を積み立てます。 
　償還が終わる20年後までは、利息分のみ利用できます。 

・・・・・・・・・・・・2 億8,500 万円 

年間支出合計　１ ,２１９万円！ 

・・・・１０万円 

・・２９５万円 

・・・・・・６万円 

・・・・４４万円 

・・・・５５万円 

総務費 

衛生費 

土木費 

災害復旧費 

教育費 

・・１３５万円 

・・１３１万円 

・・・・９７万円 

・・２７万円 

・・１０５万円 

借金１ ,９２３万円 
（上下水道、病院等 
を含めると借金総額 
は３ ,２９２万円） 

自分の給与 ３００万円 

借　金 
１７２万円 

基金積み立て分　２億8,500万円 

道路を遮断した崖崩れ（網野町三津） 
災
害
復
旧
に
27
億
３
９
０
０
万
円

︵
翌
年
繰
越
分
20
億
９
１
０
０
万
円
︶

家ごと押しつぶした土石流（弥栄町霰） 

　
　
初
年
度
の
合
併
特
例

債
に
よ
る
事
業
は
。 

　
　
16
年
度
は
、
６
億

４
，
０
０
０
万
円
。
重
要

不
可
欠
な
事
業
に
充
て
た
。 

 

　
　
合
併
に
よ
る
交
付
税

の
メ
リ
ッ
ト
は
。 

　
　
普
通
交
付
税
１
億

７
，
０
０
０
万
、
特
別
交

付
税
４
億
６
，
０
０
０
万

円
に
な
る
。 

 

　
　
サ
ン
カ
イ
カ
ン
の
運

営
概
要
は
。 

　
　
補
助
金
１
，
８
０
０

万
円
と
駐
車
場
整
備
１
，

５
０
０
万
円
は
不
執
行
。

　
運
営
方
法
は
手
数

料
方
式
に
変
わ
り
、

収
支
は
少
し
赤
字
で

あ
る
。
累
積
赤
字
は

１
，
８
０
０
万
円
が

残
っ
て
い
る
。 

　
17
年
度
で
運
営
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。 

 

　
　
丹
後
の
魅
力
発

信
拠
点
事
業
の
総
括

は
。 

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
に
関
心
は
あ

る
が
、
物
品
が
少
な

い
。
引
き
続
き
「
京

の
丹
後
屋
」
の
運
営

や
市
場
調
査
を
行

う
。 

 

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
か
え
で(

弥
栄
町)

の
経
営
主
体
は
。 

　
　
峰
山
町
の
法
人

（
民
間
）
が
経
営
し

て
い
る
。 

 

　
　
地
域
振
興
協
議
会
の

取
り
組
み
は
。 

　
　
年
６
回
の
会
議
を
開

催
。
市
民
局
ご
と
に
問
題

点
を
協
議
し
て
い
る
。 

　
今
年
度
中
に
提
言
を
ま

と
め
る
。 

　
　
高
齢
者
な
ど
の
緊
急

通
報
装
置
数
に
、
網
野
２

６
０
件
、
久
美
浜
58
件
と

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
整

備
状
況
は
。 

　
　
設
置
は
希
望
で
し
て

い
る
。
市
全
体
で
６
４
１

件
、
新
規
で
66
件
。 

　
　
丹
後
広
域
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
事
業
効
果

は
。 

　
　
地
域
外
で
の
Ｐ
Ｒ

や
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
な
ど
で
、
広
く
京

丹
後
市
の
宣
伝
に
努
め

た
。 

平成１６年度決算

＜歳　入＞ ＜性質別歳出＞ 

地方交付税 
127.4億円 
（36.7％） 

地方税 
54.6億円 
（15.7％） 

人件費 
71.3億円 
（21.1％） 

公債費 
57.9億円 
（17.1％） 

扶助費 
28.2億円 
（8.3％） 普通建設事業費 

45.0億円 
（13.3％） 

災害復旧事業費 
6.5億円 
（1.9％） 

その他 
6.5億円 
（2.0％） 

繰出金 
25.9億円 
（7.7％） 

物件費 
46.9億円 
（13.9％） 

補助費等 
49.8億円 
（14.7％） 

投資的経費 

諸収入 
26.3億円 
（7.6％） 

使用料及び手数料 
7.9億円 
（2.3％） 

分担金及び負担金 
7.3億円 
（2.1％） 

その他 
0.9億円 
（0.4％） 

その他 
17.0億円 
（4.8％） 

府支出金 
27.5億円 
（7.9％） 

国庫支出金 
29.9億円 
（8.6％） 

地方債 
48.2億円 
（13.9％） 

28.1％ 

46.5％ 
38.3％ 

15.2％ 
71.9％ 

自 義 任 
意 

的 

経 

費 

務 

的 

経 

費 

依 

存 

財 

源 

主 

財 

源 歳　入 

347.1億円 
歳　出 

338.0億円 

一般会計決算を市民の家計にたとえると…

一
般
会
計
に
対
す
る
質
疑
 

問 問 答 答 

問 答 

問 答 問 答 問 答 

問 答 

問 答 
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Ｉ
Ｔ
関
連
事

業
の
見
直
し
と
改

善
は
。 

　
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
を
検
討
す
る

地
域
情
報
化
計
画

市
民
会
議
を
設
置

し
、
方
式
を
含
め

て
検
討
。
災
害
対

応
の
た
め
、
重
要

デ
ー
タ
を
二
ヵ
所

で
保
管
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
費

等
も
内
部
化
等
で

減
少
さ
せ
た
。 

 

　
　
古
代
の
里
資

料
館
の
入
館
状
況

は
。 

　
　
16
年
度
は

４
，
０
０
０
人
ほ

ど
減
少
し
て
い

る
。 

　
入
館
料
の
検
討

や
資
料
展
示
の
工

夫
を
す
る
。 

 

　
　
16
年
度
災
害

復
旧
の
実
績
は
。 

　
　
16
年
度
６
億

４
，
８
０
０
万
円

拠
出
し
た
。
そ
の

う
ち
、
17
年
度
に

27
事
業
、
20
億
９
，
１
０

０
万
円
を
繰
り
越
し
た
。 

 

　
　
奨
学
資
金
事
業
の
概

要
は
。 

　
　
毎
年
度
申
請
で
、
給

付
額
は
高
校
生
「
月
５
，

０
０
０
円
」、
大
学
生
「
月

１
０
，
０
０
０
円
」
で
両

方
合
わ
せ
て
１
３
３
名
が

受
給
を
受
け
て
い
る
。
制

度
の
見
直
し
に
取
り
組
む
。 

 

　
　
公
共
下
水
加
入
状
況

は
。 

　
　
加
入
率
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
が
、
厳
し
い
状

況
。
16
年
度
は
５
処
理
区

で
３
６
８
件
の
新
規
接
続

が
あ
っ
た
。 

   

賛
成
　
石
河
良
一
郎
議
員

　
決
算
は
適
正
な
水
準
で

あ
る
と
評
価
す
る
。
し
か

し
交
付
税
は
１
２
７
億
で

歳
入
全
体
の
37
％
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
財

政
状
況
は
変
わ
ら
な
い
中

で
、
三
位
一
体
改
革
を
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

市
長
の
行
政
運
営
に
期
待

す
る
。 

賛
成
　
中
西
　
敏
行
議
員 

　
市
長
以
下
各
部
署
に
お

い
て
、
創
意
工
夫
や
懸
命

な
業
務
が
行
わ
れ
、
合
併

間
も
な
い
ハ
ン
デ
ィ
を
克

服
し
て
の
成
果
を
評
価
す

る
。
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
補
助
金
・
負
担
金
は
、

打
ち
切
る
な
ど
の
対
応
策

が
な
く
、
も
う
一
度
見
直

し
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

賛
成
　
野
村
　
重
嘉
議
員 

　
施
設
の
管
理
や
運
営
の

再
点
検
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
中
で
も
サ
ン
カ
イ
カ

ン
の
運
営
補
助
金
の
未
執

行
は
、
適
切
な
処
理
だ
と

思
う
。
今
後
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
設
置
目
的

に
沿
っ
た
運
営
を
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
。 

 

賛
成
　
今
度
　
弘
　
議
員

　
台
風
災
害
の
復
旧
事
業

に
全
力
で
対
応
し
た
。
17

年
度
に
繰
越
さ
れ
た
事
業

を
市
内
全
域
で
速
や
か
に

実
施
さ
た
こ
と
は
評
価
す

る
。
行
財
政
改
革
の
早
期

実
現
や
事
務
事
業
の
計
画

的
な
実
施
を
望
む
。 

 

反
対
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
初
め
て
の
決
算
で
あ
る

が
、
合
併
後
の
市
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
国
保
税
の
値
上
げ
や
助

成
制
度
の
カ
ッ
ト
で
市
民

の
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。 

　
児
童
医
療
助
成
事
業
は

申
請
者
が
50
％
と
十
分
に

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

反
対
　
森
　
　
勝
　
議
員 

　
失
業
者 

・
企
業
倒
産
が

ま
だ
ま
だ
多
い
中
、
市
民

の
暮
ら
し
は
大
変
で
あ
る
。 

　
合
併
で
市
民
に
約
束
し

た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
財
政
状
況
が
厳
し

い
中
、
事
業
が
十
分
に
見

直
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

反
対
　
松
田
　
成
渓
議
員 

　
旧
久
美
浜
庁
舎
を
図
書

館
に
利
用
す
る
と
い
う
旧

町
の
目
的
が
変
更
さ
れ
た

の
は
残
念
で
あ
る
。 

　
原
発
交
付
金
を
受
け
取

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
評
価

す
る
。 

   

国
民
健
康
保
険
事
業 

反
対
　
森
　
　
勝
　
議
員 

　
低
所
得
者
層
へ
の
負
担

増
を
求
め
た
。
減
免
制
度

の
活
用
も
不
十
分
で
あ
っ

た
。 

  

簡
易
水
道
事
業 

反
対
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
水
の
安
心
・
安
全
な
供

給
は
評
価
す
る
が
、
水
道

代
の
値
上
げ
は
負
担
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
再
検
討

を
求
め
る
。 

賛
成
　
行
待
　
実
　
議
員 

　
広
域
的
に
整
備
さ
れ
評

価
す
る
。
今
後
安
定
供
給

の
た
め
に
適
切
な
事
業
展

開
を
望
む
。 

 

病

院

事

業

 

賛
成
　
森
　
　
勝
　
議
員 

　
赤
字
３
億
円
は
大
変
で

あ
る
が
、
医
師
確
保
な
ど

早
急
な
解
決
を
望
む
。 

賛
成
　
今
度
　
弘
　
議
員 

　
市
立
病
院
は
救
急
体
制

や
訪
問
看
護
な
ど
、
市
民

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。 

　
平
成
16
年
度
の
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の

決
算
総
額
は
、
歳
入
総

額
５
９
３
億
円
、
歳
出

総
額
５
７
３
億
円
で
、

翌
年
度
繰
越
４
億
円
を

差
し
引
い
て
16
億
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
合

併
打
ち
切
り
決
算
の
た

め
に
、
旧
町
か
ら
持
ち

越
さ
れ
た
額
を
差
し
引

く
と
１
億
円
の
赤
字
で

あ
る
。 

　
台
風
23
号
等
に
よ
る

災
害
復
旧
は
６
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
多
く

の
事
業
を
繰
り
越
し
て

お
り
、
速
や
か
な
対
応

を
望
む
。 

　
各
種
事
業
は
、
合
併

協
議
に
基
づ
き
、
新
市

で
一
元
化
の
方
向
は
示

さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

管
理
や
補
助
金
を
は
じ

め
未
調
整
の
も
の
が
あ

り
、
速
や
か
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。 

　
施
設
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
９
月
１

日
ま
で
に
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る

か
、
直
営
か
を
選
択
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
施
設
ご
と
の
管
理

運
営
の
効
率
化
や
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
の
視
点

か
ら
全
て
の
施
設
の
再

点
検
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

　
未
収
金
は
16
年
度
末

で
９
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
徴
収
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
市
税
等
滞
納

整
理
本
部
が
設
置
さ

れ
、
未
収
金
解
消
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
期

待
す
る
。 

　
市
の
財
政
力
は
依
存

財
源
が
７
割
を
超
え
極

め
て
弱
状
況
の
な
か

で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
効
率
的
な
行
政
運

営
と
職
員
が
一
丸
と
な

っ
た
行
政
改
革
を
強
く

望
む
。 

決算の審査は、４つの専門分科会に分かれて審査されました！

本
会
議 

本
会
議 

審査 

付託 総 務 分 科 会  

厚 生 分 科 会  

産業環境分科会 

文教建設分科会 

分科会報告 
↓ 
質　疑 
↓ 
討　論 
↓ 
採　決 

特別委員会報告 
↓ 
質　疑 
↓ 
討　論 
↓ 
採　決 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

平成１６年度末における税・使用料等の累積滞納額は１０億９,６２１万円 

平成15年度以前 

欠損後平成16年度 

平成16年度末総計 
※16年度に市税等のうち3,146万円が回収不可能と判断され、不納欠損処理となっています。 

市税等 
66,048 

14,931 

80,978

保育所 
2,361  

705  

3,066 

くらしの資金 
1,457  

139  

1,596 

介護保険 
723  

398  

1,121 

し尿処理 
759  

4  

763 

水　道 
10,826  

6,317  

17,143 

下水道 
149  

37  

186 

市営住宅 

単位：万円 

52  

138  

191 

幼稚園 
150  

26  

176 

病　院 
2,046  

1,526  

3,572 

国営農地 
363  

468  

831 

総　　計 
84,934  

24,689  

109,623 

監
査
委
員
会
か
ら
の
指
摘 

国民健康保険事業 

国民健康保険直営 
診療所事業 

老人保健事業 

介護保険事業 

介護サービス事業 

簡易水道事業 

集落排水事業 

公共下水道事業 

浄化槽整備事業 

土地取得事業 

工業用地造成事業 

宅地造成事業 

峰山財産区 

五箇財産区 

特別会計合計 

663,365 

48,911 

763,826 

410,102 

77,114 

120,280 

40,998 

320,421 

7,785 

2,871 

1,320 

10,608 

794 

274 

2,468,669

612,659 

45,063 

765,987 

395,580 

69,897 

113,467 

39,664 

300,326 

6,936 

2,871 

8 

1,356 

75 

5 

2,353,894

50,706 

3,848 

△ 2,161 

14,522 

7,217 

6,713 

1,334 

8,155 

849 

0 

1,312 

9,252 

719 

269 

102,735

収　益　的 

資　本　的 

66,496 

37,307

59,941 

59,639

6,555 

△ 27,132

特別会計　合計235.3億円 

水道事業会計 

収　益　的 

資　本　的 

565,632 

18,883

611,591 

42,920

△ 45,959 

△ 24,037

病院事業会計 

14の特別会計決算と２つの企業会計決算を認定 

歳　入 
万円 万円 万円 

歳　出 
繰越財源を除いた 
実質収支 

国民健康保険事業、簡易水道国民健康保険事業、簡易水道 

事業は賛成多数で認定事業は賛成多数で認定 

国民健康保険事業、簡易水道 

事業は賛成多数で認定 

問 答 問 答 問 答 

問 答 問 答 一
般
会
計
討
論 

特
別
会
計
討
論 



ワタミファームの予定農地 

下岡ふれあいホーム改修中 

水道改良工事 

久美浜最終処分場 

保険給付外の住居費 
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衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
執
行
経
費
、
５
，
４
０
０

万
円
。
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

   

２
億
４
，
２
７
１
万
円
を
追

加
補
正
す
る
も
の
。
主
な
歳

入
は
、
府
支
出
金
３
，
１
５

６
万
円
、
繰
越
金
、
６
，
７

９
４
万
円
、
諸
収
入
３
，
９

１
５
万
円
。
財
政
改
革
推
進

に
か
か
る
事
情
を
踏
ま
え
、

国
府
事
業
に
伴
う
も
の
、
緊

急
的
な
も
の
な
ど
、
最
小
限

度
に
抑
え
、
提
案
。 

（
全
員
賛
成
）  

◎
主
な
事
業 

・
中
国
亳
州
市
訪
問
事
業 

３
１
０
万
円 

・
甲
山
駅
駐
輪
場
整
備 

３
７
８
万
円 

・
災
害
時
要
配
慮
者
地
域 

　
支
援
事
業
　
　
　
50
万
円 

・
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
整
備 

７
５
０
万
円 

・
総
合
検
診
事
業 

１
，
０
３
１
万
円 

・
農
業
企
業
誘
致
特
別
対
策 

５
２
７
万
円 

・
京
の
水
田
農
業
確
立
支
援 

68
万
円 

・
葉
た
ば
こ
農
家
支
援
事
業 

　
２
９
０
万
円 

・
ふ
る
さ
と
融
資
事
業 

６
，
０
０
０
万
円 

・
市
史
編
纂
事
業 １

９
６
万
円 

 

◎
主
な
質
疑 

　
　
農
業
生
産
法
人
「
ワ
タ

ミ
フ
ァ
ー
ム
」
の
誘
致
の
経

緯
他
４
点
。 

　
　
関
西
方
面
で
、
大
規
模

な
完
全
無
農
薬
栽
培
の
で
き

る
農
地
を
探
す
中
で
、
当
市

の
目
指
す
農
業
の
方
向
と
一

致
。
複
数
の
県
か
ら
の
誘
致

合
戦
の
結
果
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
有
機
認
定
は
、
１
年
間

は
、
土
づ
く
り
の
た
め
、
栽

培
が
で
き
な
い
の
で
助
成
の

予
定
。
事
前
に
地
元
に
は
、

進
出
の
了
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
雇
用
に
つ
い
て
は
、

事
務
所
・
保
冷
庫
等
を
設
置

し
、
最
大
30
名
の
季
節
雇
用

を
と
聞
い
て
い
る
。
丹
後
の

既
存
の
作
物
の
販
売
ル
ー
ト

に
は
、
影
響
な
い
。 

  

Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
農
産
物
と
は 

・
堆
肥
等
で
土
作
り
を
行 

　
い
、
種
ま
き
又
は
植
え 

　
付
け
の
前
２
年
以
上
、 

　
禁
止
さ
れ
た
農
薬
や
化 

　
学
肥
料
を
使
用
し
て
な 

　
い
田
畑
で
栽
培
。 

・
栽
培
中
も
禁
止
さ
れ
た 

　
農
薬
、
化
学
肥
料
は
使 

　
用
し
な
い
。 

・
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を 

　
使
用
し
な
い
。 

 

　
　
中
国
亳
州
市
訪
問
事
業

の
説
明
と
交
流
目
的
は
。 

　
　
４
泊
５
日
の
予
定
で
、

旅
費
は
、
１
人
25
万
円
。
全

体
で
14
〜
15
名
に
な
る
と
思

う
。
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

を
促
進
し
、
市
は
、
顧
問
的

な
立
場
。
広
い
意
味
で
の
産

業
の
振
興
で
あ
る
。
薬
草
関

係
以
外
に
も
当
地
の
観
光

業
、
そ
の
他
の
産
業
と
の
交

流
も
探
り
た
い
。 

　
　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
甲
山
駅
駐
輪
場

整
備
事
業
で
、
50
台
分
の
整

備
と
あ
る
が
、
不
足
分
は
。 

　
　
学
校
と
協
議
し
な
が

ら
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

　
　
京
丹
後
市
政
治
倫
理
条

例
運
用
基
準
等
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
、
構
成
メ
ン
バ
ー

は
。
委
員
会
設
置
の
必
要
性

は
。
ま
た
、
条
例
提
案
の
趣

旨
に
沿
っ
て
考
え
て
い
た
だ

け
る
か
。 

　
　
行
政
法
、
情
報
公
開
、

行
政
手
続
の
専
門
家
４
名
を

予
定
。
市
政
を
託
さ
れ
た

方
々
の
身
分
に
大
き
く
影
響

す
る
。
特
に
20
条
２
項
の
努

力
義
務
に
関
し
、
主
観
に
よ

る
部
分
が
大
き
い
。
公
正
で

条
例
の
趣
旨
を
た
が
わ
な
い

基
準
の
整
理
を
。
そ
の
意
味

で
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
る
。 

　
　
警
防
業
務
の
ア
ス
ベ
ス

ト
用
防
塵
マ
ス
ク
が
５
セ
ッ

ト
で
足
り
る
の
か
。 

　
　
以
前
に
購
入
し
た
も
の

の
う
ち
、
部
分
硬
化
し
、
機

密
性
が
悪
い
も
の
も
含
め
、

追
加
購
入
す
る
も
の
。 

　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
の
建

築
補
助
に
７
５
０
万
円
と
あ

る
が
、
維
持
管
理
費
の
補
助

は
。
ま
た
今
後
の
増
設
の
方

向
も
含
め
、
高
齢
化
対
策
の

中
で
の
位
置
づ
け
は
。 

　
　
完
全
入
所
か
ら
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム

等
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

民
間
の
人
の
支
え
も
い
た
だ

い
て
、
支
援
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
。
元
気
な
高
齢

者
を
増
や
し
て
い
く
、
介
護

予
防
の
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。 

　
　
蒲
井
・
旭
地
区
の
振
興

計
画
策
定
に
関
す
る
取
り
組

み
は
。 

　
　
蒲
井
旭
電
源
問
題
及
び

活
性
化
対
策
協
議
会
で
、
原

発
抜
き
の
地
域
振
興
を
お
こ

な
う
場
合
の
意
見
を
い
た
だ

き
市
と
協
議
す
る
中
で
、
振

興
計
画
の
業
務
委
託
費
を
計

上
す
る
も
の
。 

　
　
京
丹
後
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
実
行
委
員
会
補
助
金
に

つ
い
て
、
２
０
０
万
円
の
助

成
が
得
ら
れ
た
た
め
、
同
額

補
正
を
す
る
理
由
は
。 

　
　
２
つ
の
事
業
で
１
５
０

０
万
円
の
予
算
で
あ
る
。
し

か
し
、
２
３
０
万
円
は
、
協

賛
金
で
あ
り
、
ど
れ
だ
け
集

ま
る
か
不
確
定
で
あ
り
、
不

足
分
に
充
て
た
。 

　
　
国
営
農
地
に
お
け
る
葉

た
ば
こ
の
立
ち
枯
れ
病
に
対

す
る
支
援
策
に
つ
い
て
。 

　
　
耕
作
面
積
が
国
営
で
最

大
90 

ha
が
、
現
在
65 

ha
に
。

立
ち
枯
れ
の
被
害
は
20
％
近

く
で
あ
り
、
地
力
回
復
の
た

め
、
有
機
肥
料
、
土
地
改
良

剤
の
投
入
に
助
成
。 

  

１
億
５
，
４
７
５
万
円
を
増

額
補
正
。
保
険
給
付
費
の
増

額
と
退
職
者
医
療
費
等
交
付

金
の
返
還
。
　（
全
員
賛
成
） 

    

医
師
派
遣
委
託
料
２
３
１
万

円
を
増
額
補
正
。
　 

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

   

負
担
金
１
６
１
万
円
を
返
還

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
予
備

費
対
応
で
、
総
額
に
変
更
な

し
。
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

   

４
，０
７
９
万
円
を
増
額
補

正
。
介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
事
務
処
理
シ
ス
テ

ム
・
介
護
認
定
支
援
シ
ス
テ

ム
の
改
修
。
負
担
金
、
支
払

基
金
交
付
金
の
返
還
。 

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

　
　
10
月
の
法
改
正
で
、
食

費
・
住
居
費
が
ど
う
変
わ
る

の
か
。 

　
　
保
険
給
付
の
対
象
外
に

な
る
が
、
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
新
た
な
給
付

制
度
が
設
け
ら
れ
た
。 

   

予
算
総
額
に
増
減
な
し
。
制

度
改
正
に
よ
り
、
介
護
報
酬

が
減
額
さ
れ
る
が
、
繰
越
金

で
調
整
。
　
　（
賛
成
多
数
） 

　
　
食
事
料
は
検
討
中
と
の

こ
と
だ
が
、
予
算
化
の
基
準

は
。 

　
　
国
の
基
準
額
で
の
概
算
。 

　《
反
対
討
論
》 

　
　
　
　
平
林
智
江
美
議
員 

　
食
事
料
、
室
料
の
負
担
増

に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
し
に
く
く
な
る
。 

   

６
２
０
万
円
増
額
補
正
。 

施
設
管
理
費
・
建
設
改
良
費

を
増
額
し
配
水
管
の
更
新
。 

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

        

　
　
監
視
シ
ス
テ
ム
の
管
理

費
減
額
に
つ
い
て
。 

　
　
今
の
職
員
の
仕
事
の
中

で
、
対
応
し
て
い
く
。
故
障

は
、
修
繕
費
で
。 

   

２
億
８
，
２
６
０
万
円
増
額

補
正
。
歳
入
で
、
国
の
追
加

に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が

８
，
６
０
０
万
円
増
額
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
債
を
１
億

８
，
６
６
０
万
円
増
額
。 

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

  

第
６
条
一
時
借
入
金
の
限
度

額
の
変
更
。
起
債
償
還
金
等

が
一
時
期
に
集
中
す
る
こ
と

に
対
す
る
措
置
。
弥
栄
病
院

事
業
の
４
億
円
を
５
億
５
，

０
０
０
万
円
、
久
美
浜
病
院

事
業
の
３
億
円
を
４
億
円
に

変
更
。
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の

一
部
改
正
８
件
、
市
道
関
係

４
件
、
財
産
取
得
１
件
、
府

自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
の

変
更
等
５
件
を
審
議
し
、
可

決
。 

    

本
市
の
公
の
施
設
の
一
部
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
た
め
、
各
施
設
の
設
置
条

例
の
改
廃
を
行
う
も
の
。 

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

  

 

            

    

法
律
改
正
に
よ
り
介
護
保
険

施
設
等
に
お
け
る
住
居
費
・

食
費
が
給
付
対
象
外
に
な
り

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
食
費
提
供
加
算
分
が
廃
止

に
な
り
、
利
用
料
の
一
部
改

正
に
伴
う
。
　（
賛
成
多
数
） 

　
　
今
回
の
改
正
で
一
人
当

た
り
ど
の
程
度
の
負
担
増
に

な
る
か
。 

　
　
老
人
保
健
施
設
に
入
所

の
場
合
、
多
床
室
で
は
、
生

活
保
護
等
に
つ
い
て
は
変
わ

ら
ず
、
２
万
５
，
０
０
０

円
。
第
２
段
階
は
、
４
万
円

が
３
万
７
，
０
０
０
円
に
。

第
３
段
階
が
、
４
万
円
は
５

万
５
，
０
０
０
円
に
。
そ
れ

以
外
は
５
万
９
，
０
０
０
円

が
８
万
３
，
０
０
０
円
に
変

わ
る
。 

　《
反
対
討
論
》 

　
　
　
　
松
田
　
成
渓
議
員 

　
介
護
を
す
る
方
に
も
、
さ

れ
る
方
に
も
負
担
が
増
え
る

の
が
今
回
の
改
正
だ
。 

　《
賛
成
討
論
》 

　
　
　
　
松
本
　
聖
司
議
員 

　
在
宅
と
施
設
利
用
の
公
平

性
の
観
点
に
よ
り
住
居
費
、

食
費
が
給
付
対
象
外
に
な
る

が
、
第
２
段
階
の
方
は
、
多

床
室
に
つ
い
て
は
現
在
よ
り

割
安
に
な
る
な
ど
、
低
所
得

者
に
対
す
る
配
慮
が
あ
る
。 

 

  

（
全
員
賛
成
） 

　
　
最
終
処
分
場
と
し
て
稼

動
し
て
な
い
施
設
を
条
文
か

ら
削
除
と
あ
る
が
、
排
水
の

検
査
も
含
め
、
安
全
管
理
は

大
丈
夫
か
。 

　
　
住
民
の
不
安
等
を
払
拭

す
る
、
約
束
で
も
あ
る
の

で
、
水
質
調
査
等
は
引
き
続

き
行
う
。 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

特
別
会
計
等
補
正
予
算 

平成１７年 

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例
・
そ
の
他 

問 答 

問 問 答 答 

問 答 

問 答 問 答 

問 答 

答 

問 答 問 問 答 答 

問 問 答 

▼
一
般
会
計
補
正
予
算 

　 

（
第
３
号
）【
専
決
議
案
】 

▼
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
　
　
　
　
　 

（
第
４
号
） 

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別 

　
会
計
補
正
予
算 

▼
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療 

　
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予 

　
算 

▼
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計 

　
補
正
予
算 

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計 

　
補
正
予
算 

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別 

　
会
計
補
正
予
算 

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計 

　
補
正
予
算 

▼
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会 

　
計
補
正
予
算 

▼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算 

▼
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ 

　
く
じ
ゅ
条
例
及
び
指
定
通 

　
所
介
護
事
業
所
条
例
の
一 

　
部
改
正 

▼
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
置 

　
条
例
の
一
部
改
正 

▼
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入 

　
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備 

　
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

問 答 

問 答 

は
く
し
ゅ
う 



支払い窓口 

峰山本署の救急車更新 

市政 を 問う 一般質問 

2005.11／まほろば 82005.11／まほろば 9

ま
ち
づ
く
り
は 

　
　
市
民
と
の
協
働
が
カ
ギ 

市
長
▼
１２
月
ま
で
に
具
体
的 

　
　
　
方
針
を
つ
く
っ
て
い
く 

池部皓三  
公明党 

一般質問一般質問 一般質問 
～市政を問う～ 
H17.9.13～9.15 

（3日間） 

9月定例議会 

　９月議会では、一般質問に２１人

が登壇し、安全・安心に社会の関心

が大きく向かうなか、防災、アスベ

ストや行財政改革などの課題に対し

て質問が集中しました。 

　掲載は質問順とし、質問議員から

提出された原稿を原則そのまま掲載

しています。 

　質問の詳細についてのおたずねや、

お問い合わせは、質問議員、または

各議会会派構成議員に対して、お気

軽にお寄せいただきますようお願い

いたします。 

　なお、京丹後市ホームページの

「京丹後市議会コーナー」にて、一般

質問の録画が公開されておりますの

で、そちらもご覧ください。 

  
し
尿
処
理
手
数
料
の
納
付
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
口

座
振
替
に
よ
る
方
法
を
取
り

入
れ
る
も
の
。（
全
員
賛
成
） 

  

消
防
法
等
の
大
幅
改
正
に
よ

り
、
住
宅
用
防
災
警
報
器
又

は
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
の

設
置
と
維
持
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
施
行
日
は
、
新
築
で

平
成
18
年
６
月
１
日
、
既
存

住
宅
は
、
平
成
23
年
６
月
１

日
と
し
て
い
る
。 （全

員
賛
成
） 

　
　
普
及
さ
せ
る
た
め
の
広

報
の
必
要
性
は
。
価
格
・
費

用
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。 

　
　
１
回
実
施
し
た
が
。
ま

た
、
機
会
が
あ
れ
ば
。
価
格

は
、
６
，
０
０
０
円
か
ら

８
，
０
０
０
円
と
聞
い
て
い

る
。 

   

介
護
保
険
給
付
の
改
定
が
行

わ
れ
、
費
用
の
一
部
が
給
付

対
象
外
に
な
る
。 （賛

成
多
数
） 

　《
反
対
討
論
》 

　
　
　
　
松
田
　
成
渓
議
員 

　
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に

お
け
る
入
所
者
の
居
住
費
、

食
費
を
保
険
給
付
の
対
象
外

に
す
る
も
の
だ
。 

　《
賛
成
討
論
》 

　
　
　
　
松
尾
　
信
介
議
員 

　
保
険
給
付
の
範
囲
を
介
護

に
要
す
る
費
用
に
重
点
化
。

所
得
の
低
い
人
に
も
配
慮
。 

              

峰
山
消
防
署
本
署
の
高
規
格

救
急
自
動
車
の
更
新
の
た

め
。
　
　
　
　（
全
員
賛
成
） 

　
　
機
種
選
定
の
基
準
は
。 

　
　
救
急
自
動
車
は
、
特
殊

車
両
な
の
で
、
多
数
取
り
扱

っ
て
い
る
こ
と
を
基
準
に
。

メ
ー
カ
ー
や
車
種
は
、
指
定

し
て
な
い
。 

　
　
指
名
業
者
選
定
に
つ
い

て
の
考
え
は
。 

　
　
入
札
は
、
財
産
管
理
課

で
行
う
が
、
前
提
と
し
て
指

名
願
い
が
出
て
い
る
こ
と
。

案
内
は
、
５
業
者
に
出
し
た

が
、
３
社
の
入
札
結
果
で
あ

る
。 

  

総
合
計
画
を
審
査
す
る
た

め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
も
の
。 

委

員

長
　
　
行
待
　
　
実 

副
委
員
長
　
　
原
　
　
　
久 

委
　
　
員 

池
田
　
惠
一
　
　
山
　
充
男 

池
部
　
皓
三
　
野
村
　
重
嘉 

石
河
良
一
郎
　
早
川
　
雅
映 

川
浪
　
将
義
　
松
田
　
成
渓 

川
村
　
博
茂
　
松
本
　
経
一 

大
下
倉
禎
介
　
松
本
　
信
之 

　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝 

　
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委

員
会
は
、
財
政
問
題
等
調
査

特
別
委
員
会
の
将
来
に
向
け

て
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
、
本
市
の

状
況
に
見
合
っ
た
行
財
政
改

革
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

｢

京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推

進
計
画
（
案
）｣

等
に
対
す

る
分
析
評
価
を
行
い
、
委
員

会
と
し
て
の
適
切
な
提
言
等

を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
調
査
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
６
月
24
日
か
ら
９
月
14

日
ま
で
の
期
間
に
、
14
回

の
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。

篠
山
市
・
福
知
山
市
・
養
父

市
で
の
行
財

政
改
革
に
つ

い
て
の
視
察

調
査
で
は
、

下
水
道
等
の

社
会
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
ほ

ぼ
完
了
し
た

中
で
、
行
財

政
改
革
が
進

め
ら
れ
て
お

り
、
あ
ら
た

め
て
京
丹
後

市
財
政
の
厳

し
い
状
況
を

再
認
識
し
ま

し
た
。 

　
具
体
的
な

本
市
計
画
、

「
京
丹
後
市

行
財
政
改
革

推
進
計
画
並
び
に
実
施
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
・｢

財
政
健
全
化
指

針｣

・｢

定
員
適
正
化
計
画｣

・

「
補
助
金
の
見
直
し
指
針
」
・

｢

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進

計
画｣

・
「
会
館
等
公
共
施
設

見
直
し
指
針
」
・｢

組
織
機
構

編
成
方
針｣

に
つ
い
て
は
、

部
長
等
よ
り
詳
細
な
説
明
を

受
け
、
委
員
相
互
で
検
討
す

る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
意
見
集
約
し
、
市
長

と
の
意
見
交
換
を
行
う
等
、

内
容
調
査
・
分
析
を
進
め
、

９
月
定
例
会
に
て
調
査
状
況

に
つ
い
て
の
資
料
を
付
け
中

間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
　
市
の
行
財
政
改
革
と

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
と
の
協
働
が
成
功
の

カ
ギ
で
あ
る
。
住
民
参
画

を
条
例
化
し
て
、
行
政
や

住
民
の
役
割
、
責
務
、
連

携
の
あ
り
方
な
ど
、
参
画

の
仕
組
み
を
保
障
す
る
住

民
自
治
へ
の
ル
ー
ル
づ
く

り
（
自
治
基
本
条
例
）
を

早
く
す
べ
き
だ
。
ま
た
住

民
の
み
な
さ
ん
の
自
発

性
・
主
体
性
が
前
提
で
あ

る
が
、
ま
だ
ま
だ
行
政
の

激
励
や
助
力
、
評
価
も
必

要
と
し
て
い
る
と
思
う
が

ど
う
か
。 

市
長
　
12
月
ま
で
に
、

｢

協
働
」
の
具
体
的
方
針

づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
直
接
に
市
民
の

意
見
を
多
く
聞
き
、
協
働

の
情
勢
を
次
第
に
つ
く
っ

て
い
く
努
力
を
重
ね
た

い
。 

　
自
治
基
本
条
例
も
行
政

が
先
行
す
る
の
で
は
な

く
、
当
市
の
特
徴
、
特
色

を
市
民
の
み
ん
な
で
考
え

て
頂
く
こ
と
が
、
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。 

  

　
　
要
支
援
者
へ
の
対

応
・
支
援
づ
く
り
の
検
討

は
な
さ
れ
た
か
。 

市
長
　
第
14
号
台
風
で

は
、
市
民
局
中
心
に
備
え

た
が
、
最
も
優
先
す
べ
き

大
切
な
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
今
後
は
、
十
分
な
体

制
づ
く
り
に
努
力
を
し
て

い
く
。 

   

　
　
一
時
的
と
は
い
え
、

自
己
負
担
額
を
超
え
た
分

ま
で
一
括
し
て
支
払
う
こ

の
制
度
は
、
家
計
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
で
、
患
者

の
方
に
も
極
め
て
非
効
率

で
不
親
切
な
制
度
で
あ

る
。 

　
自
己
負
担
額
の
支
払
い

だ
け
で
済
む
制
度
が
で
き

な
い
か
。 

市
長
　
便
利
な
制
度
だ
と

思
う
が
所
得
関
係
、
滞
納

有
無
、
市
外
の
医
療
機
関

の
場
合
な
ど
諸
問
題
あ

り
、
国
保
運
営
委
員
会
等

の
場
で
意
見
を
聞
い
て
み

た
い
。 

 

問 

問 

問 

防
災
計
画
に
つ
い
て 

高
額
医
療
費
の
窓
口 

支
払
い
を
軽
減
へ 

▼
病
院
事
業
に
係
る
使
用
料
、 

　
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

　 

▼
財
産
（
高
規
格
救
急
自
動 

　
車
）
の
取
得
　 

　【
２
，
７
８
２
万
円
】 

▼
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃 

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

▼
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正 

問 答 

問 問 答 

答 

行
財
政
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会
・
中
間
報
告 

総
合
計
画
審
査 

特
別
委
員
会
を
設
置 


